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１　題　　材　　ドレミで歌おう
　教材　　　　　ドレミあそび
　　　　　　　　「ドレミで歌おう」　　小原光一　作詞　　作曲者不明（本時主教材）
　　　　　　　　「海風きって」　　　　高木あきこ　作詞　　石桁冬樹　作曲

２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，第２学年題材「ドレミであそぼう」において，体を動かしながら階名
唱したり鍵盤楽器を演奏したりする活動を通して，階名と音の高さとの関わりを感じ取りながら表
現することの楽しさを味わってきている。さらに子どもたちは，さまざまな曲を階名唱したり，楽
器で演奏したりしたいという欲求が高まってきている。
　そこで，本題材では，五線譜上の音符と音の高さとのかかわりを感じ取り，階名唱したりふしづ
くりをしたりする活動を通して，拍の流れを感じ取りながらハ長調の音階で表現する能力を育てる
とともに，ハ長調で視唱・視奏することに関心をもち，記譜上の音符と音高との関連をとらえる能
力を高めることをねらいとして，本題材「ドレミで歌おう」を設定した。
　ここでの学習は，リズムや旋律の感じを生かした演奏を工夫する能力を育てる第４学年「ふしの
感じを生かしてⅡ」の学習へと発展していくこととなる。

　(2)　指導の基本的な立場

　拍の流れを感じて音の高さを感じ取りながらハ長調の音階で表現する能力を高めるためには，階
名視唱や階名模唱を通して音階に親しませ，体を動かしたり鍵盤楽器で演奏したすることで楽譜と
音の高さとを関係付けてとらえさせることが効果的である。特にこの期の子どもたちには，体を動
かしながら五線譜上の音符と音高の関係を実感させたり，音符，休符，記号や音楽にかかわる用語

の指導を合わせた活動を工夫することが大切である。

　具体的には，まず，ドレミあそびで，階名や五線譜に対する理解を深めることができるように，
拡大五線譜やワークシートで音符の位置と階名，五線や縦線，ト音記号について，拡大五線譜の上
で動いたり指でなぞったりして音の移り変わりをとらえさせ階名視唱につなげていく。
　次に，「ドレミで歌おう」を取り上げる。この教材は，順次進行の旋律を歌詞唱して音の高さを
とらえたり，鍵盤ハーモニカで指くぐりや指またぎの奏法を使ってスムースに演奏することを身に
付けさせたりするのに適している。そこで，ここでは，拡大五線譜を使ったりドレミ体操を取り入
れたりしながら階名唱や分担唱など子どもたち同士のかかわりをもたせた多様な活動を設定し，音
の高さを感じ取りながら正しい音程で階名唱できるようにする。
　さらに，「海風きって」を取り上げる。この楽曲は，子どもたちが歌詞を基にして海の様子をイ
メージしやすく，簡単なふしづくりができる教材である。そこで，ここでは，海の様々な様子の写
真やイラストを見せ，イメージ作りの参考にさせる。また，題材の重点となる音楽を形づくってい
る要素である音階の働きを感じ取ることができるよう，体を動かして音の高さの変化を視覚的にと
らえながら考えているイメージと自分や友達の演奏を関係付けながら階名唱や鍵盤ハーモニカで演
奏することができるようにする。
　このような学習を通して，子どもたちは，音階や拍の流れを中心とした音楽を形づくっている要
素の働きを感じ取りながら階名唱したり楽器で表現することに関心・意欲を高め，音程に気を付け
ながら階名視唱したり鍵盤ハーモニカでの演奏やふしづくりをしたりしようとし，楽しく音楽とか
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かわっていこうとする態度を養うことができる。
　(3)　子どもの実態（調査対象　３年い組　男子17名　女子17名）

　本学級の子どもたちの実態は次の通りであった。

　①②から，　子どもたちの多くが階名で歌うことを楽しく感じ，階名で歌うことに抵抗を感じて
いないことが分かる。一方「好きではない」と答えた子どもたちは，階名暗唱の難しさを不安の理
由に挙げている。暗唱する際の記憶が曖昧で階名を誤ってしまったり，正しい音程で歌うことがで
きなかったりすることが要因であると考えられる。
　③から，階名を覚えることで楽器を弾く際に便利であることを中心に挙げている子どもが多く，
歌唱におけるよさを考える子どもは少ない。その要因としては，階名に対応させて音の高さを上げ
下げすることで旋律の移り変わりを表現できる階名視唱のよさを実感する経験が少ないからである
と考える。
　④⑤⑥から，既習曲については階名暗唱できているが，五線譜に関する学習は未履修であり，階
名を答えられる子どもが一部である。また，提示された五音の階名視唱を行うことができた子ども
は少ないが，旋律線の上がり下がりを体の動きで表現することができる子どもは多かった。これま
で階名模唱により階名唱をしてきた経験が多く，階名視唱を行う際の要領を得ていないことが要因
と考えられる。

　(4)　指導上の留意点

　以上のようなことをふまえて，指導にあたっては次のようなことに留意したい。
　　ア　まず，課題把握・課題追求Ⅰの過程では，五線譜の仕組みを理解したり題材の重点となる音階

に関心・意欲をもたせられるように，既習曲を階名唱させ階名について関心をもたせたり，拡

大五線譜上で少ない音の数を使った旋律の演奏に合わせて動いたりする活動を取り入れる。そ
の際，グループ内での動きの見取りにより理解を深めさせることができるようにする。

　　イ　次に，課題追求Ⅱの過程では，拡大五線譜やワークシートで体を動かしながら旋律の動きを把
握できるようにするとともに，ドレミ体操を取り入れ，音の高さを感じ取ることができるよう

にして旋律把握ができるようにする。さらに，階名暗唱しながら鍵盤ハーモニカでの演奏を行
うことができるようにする。

　　ウ　最後に，課題追求Ⅲ・まとめの過程では，拍の流れや音の高さを感じ取りながら表現すること
ができるようにするとともに，自分が考えた，いるかや波，船等の動きのイメージと旋律の音
の移り変わりを音の高さによって関係付けさせ，楽しくふしづくりをすることができるように
する。その際，音の髙さに着目できるように教師のつくった例や試しにつくったふしを比較し，
音の高さとイメージの動きを結び付けて表現できるようにする。
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３　目　　標
　(1)　階名と音の高さとのかかわりやハ長調の階名唱に関心をもち，音程や拍の流れに気を付けて演奏

できているかを振り返りながら，階名唱やふしづくりの活動に進んで取り組むことができる。
　(2)　ドレミ体操や階名の分担唱，ふしづくりなどの活動を通して，階名と音の高さとを関係付けてと

らえることができる。
　(3)　リズムや音程に注意しながらハ長調の階名視唱をしたり，鍵盤ハーモニカで旋律を演奏したり，

つくったふしを演奏したりすることができる。
４　指導計画（全７時間）
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５　本　　時（２／７）
　(1)　目　標

　ハ長調の楽譜を見て歌ったり演奏したりすることに関心をもち，音の高さの移り変わりを手の上
下動や，鍵盤ハーモニカでの指の動きと関係付けながら歌ったり，演奏したりすことができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　本時では，音階に焦点化して活動できるように，前時までの活動を想起させたり，旋律把握の時
に，手の上下動を取り入れたりする。また，拍の流れに合わせて演奏できない要因を互いに聴き合
う活動を通して探ることで今後の学習の進め方の見通しをもたせていく。　

　(3)　実　際


